
第７回会津若松市総合計画審議会（第１部会）の主な意見

部　　会：第１部会　きょうどう

日　　時：

場　　所：ホテルニューパレス

出席者数：審議会委員　６名、オブザーバー　１名

№ 項目 委員からの主な意見
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8 　定年制を廃止すべきである。

平成28年６月２２日（水）　13:15-15:15

政策分野8「男女共同参画」着眼点
　「性別に関わりなく…」と表現している一方、タイトルに「男女」とあ
り、しっくりこない。

政策分野8「男女共同参画」着眼点
　仕事が先ではなく生活が先なので、「ライフ・ワーク・バランス」と記
載すべき。

政策分野8「男女共同参画」着眼点
　ＤＶだけでなく、パワハラやモラハラについても触れる必要があるので
はないか。

政策分野8「男女共同参画」施策１ 　本市は男女共同参画年宣言を行っているが、男女協働参画の認知度はど
うなのか。

政策分野8「男女共同参画」全般
　年齢が高い層は男性が社会に出るという意識があり、町内会などはほと
んどが男性であり、この政策分野は重要だと思う。

政策分野8「男女共同参画」全般
　性別ではなく、みんなでやっていくということを強調する記載にしたら
どうか。

政策分野8「男女共同参画」全般 　女性自らが社会にでることが難しい側面があるので、男性が女性の社会
進出を進める必要がある。まず、審議会委員等に積極的に登用すべき。

政策分野9「社会参加」
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12 　ユニバーサルデザインに関する具体的な取組は何か。
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政策分野9「社会参加」 　障がいのある人を子どもの頃から特殊学級などに囲わずに、一般の人と
一緒の環境にいさせるべき。

政策分野9「社会参加」

　養護学校は、教員数も多く、障がいのある児童へきめこまかな対応がで
きる。
　障がいの程度によっては、一般の学校では難しい実態もあるものの、親
がどちらを希望するかという意向もあり、一概にどちらが良いかとはいえ
ない。

政策分野21「ユニバーサルデザイン
」

　ユニバーサルデザインは政策の１分野というより、計画全般にかかるの
ではないか。

政策分野21「ユニバーサルデザイン
」

政策分野37「交流・移住」施策１

　被爆地との交流について、政策分野のタイトルと考えると違和感がある
。書き方として「意識を啓発するために被爆地と交流していく」という表
現にする方が違和感がないのではないか。（交流を主眼とし、交流の結果
として、平和意識が醸成されるという書き方にしたらどうか。）

政策分野37「交流・移住」着眼点 　「独自性を持った移住促進」とあるが、「独自性」と言える取組がある
のか。

政策分野39「まちの拠点」 　施策１の新市建設計画について、具体的にどのような事業を実施してい
るのか、再度説明して欲しい。

政策分野39「まちの拠点」施策１ 　「新市建設計画」に示した事業は、必ずしも「拠点」の事業ではない。
この分政策分野への記載はなじまないのではないか。

政策分野39「まちの拠点」施策１
　「合併特例債発行期限の延長を有効に活用しながら」とあるが、所詮は
借金であり、この表現はいかがなものか。
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19 　本庁舎整備を打ち出す計画は、はじめてか。
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21 　廃校について積極的に利活用を検討すべき。
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25 　「行政資源の適切な配分」とは何か。
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政策分野39「まちの拠点」施策１ 　河東地域審議会では新市建設計画に記載する事業を一部やめさせたいと
考えており、合併特例債の規定は削除して欲しい。

政策分野39「まちの拠点」施策2

政策分野40「公共施設」施策１ 　「公共施設等総合管理計画」については、しっかりまとめていただきた
い。

政策分野40「公共施設」施策２

政策分野40「公共施設」施策２
　市有財産として美術品があると思うが、学校や公共施設での展示など利
活用を進めるべきである。
　利活用はどう考えているのか。

政策分野41「行政運営」着眼点
　着眼点1の「また、人口の・・・」以下と着眼点4が重複しているのでは
ないか。

政策分野41「行政運営」施策3 　記述のある消防やごみだけでなく、観光や農業の分野も広域行政が重要
になってくると考えている。

政策分野41「行政運営」施策１

政策分野42「財政基盤」着眼点3
　「窓口のバリアフリー化」とあるが、政策分野21との関連からは、ユニ
バーサルデザインとすべきなのではないか。

政策分野42「財政基盤」施策2

　納税意欲を向上させる取組みが必要ではないか。一括納入の推進をすす
めるため、納付書は４枚綴りではなく、１枚にして、一括納付の際の報奨
金や粗品を設けるべき。
　また、中小企業も特別徴収が求められるようになったが、中小企業にと
っては、非常に手間が大きい。
　銀行振り込みにすべきという考えもあるが、直接納めたい人もいるはず
である。
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28 政策分野42「財政基盤」施策1 　総務省方式の財務書類を導入したことにより、何らかの効果があったの
か。
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